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特集特集 当別町と江別市を結ぶ路線バス

当江線のこれからを考えよう

　昭和初期、都市間の道路網の整備に伴い自

動車による運送が発達しました。

　その後、昭和 18 年からは民間事業者による

石狩当別駅から江別駅間のバス運行が始まり、

札幌市、江別市、厚田村 ( 現石狩市 )、新篠津

村を結ぶ住民の貴重な移動手段としてバスが

身近なものとなりました。

　しかし、自家用車やＪＲ等の普及により利

用者数の減少、バス運行の厳しさから事業者

の撤退が続いており、現在は当別町と江別市

を結ぶ路線バス「当江線」を有限会社下段モー

タースが運行しています。

　今回は、路線バス「当江線」の現状と課題

をお知らせします。

( 写真上 )
昭和 50 年のバスターミナル
※現在の勤医協当別診療所
　付近

( 写真左 )
平成 11 年当時の当江線を
走るバス

○運行表

 

運行日：平日のみ

便　数：1 日 4 往復・8 便

運　賃：100 円～ 470 円

　  ( 石狩当別駅北口～江別市立病院間で 470 円 )

○運行内容

石狩当別駅北口の停留所

　利用者の大半が江別市立病院で乗降してお

り、通院のために利用していることが推測され

ます。

　一方で通学や通勤、買い物で利用している人

はほとんどいない状況です。

路線バス「当江線」の運行状況について

○利用実績 ( 平成 26 年度 )

当江線利用者数 4,081 人

運行日数 246 日

運行便数 ( 年間 ) 1,968 便

1 日あたりの平均利用者数 16.59 人 / 日

1 便あたりの平均利用者数 2.07 人 / 便

※利用者数の推移については 3 ページに
　掲載しています

バス車内の様子
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　当江線利用者数【図 1】は年々減少しており、

平成 26 年度は約 4,000 人と平成 18 年と比較

してみると、おおよそ半減しています。

　それに伴い、運行収入【図 2】も比例して減

少しています。左ページでも記載したとおり、

1 日の利用者数は平均で約 17 人、1 便あたり

の利用者数は平均で約 2 人と低迷しています。

　このまま利用者の減少が続くと更に運行コス

トが増加してしまい、その負担は事業者のみな

らず、現行運賃の値上げも考えられ、負担増に

よる更なるバス利用者の減少が推測されます。

減少し続ける利用者数

経費削減も限界に…。

　利用者数、運行収入が減少しているなか、バ

ス車両を小型にしたり、燃料にバイオディーゼ

ル ( ＢＤＦ ) を使用するなど、運行便数を変更

することなく経費削減に努めていますが、運行

経費【図 3】を大幅に軽減するには限界が来て

いる現状にあります。

　また、利用者 1 人あたりの運行コストは

1,200 円と非常に高く、バスが走るたびに赤字

が増えていきます。その運行経費の赤字分を

補
ほ て ん

填するため、当別町・江別市・北海道が補助

金を出していますが、その補助額も徐々に増加

傾向にありますが、上限無く補助することには

なりません。【図 4】

　利用者の減少は、町民の移動先が江別市から

札幌市に変わってきたことも一つの要因であ

り、今後の当江線利用者の増加は難しいと考え

られます。

　しかし、既存のバス路線沿線住民の足を確

保するため、昨年、ふれあいバスで試験運行

を行った「デマンド（予約）型交通」の導入

など、運行形態を根本的に見直していく必要

があります。

意見をお聞かせ下さい

　町では、今後の当江線の運行存続について

検討を行います。

　広く町民の皆さんから、意見を求めます。
【問合せ】企画課企画振興係 【問合せ】企画課企画振興係 ☎☎ 23 － 304223 － 3042

【E-mai l】shinko@town.tobetsu.hokkaido.jp【E-mai l】shinko@town.tobetsu.hokkaido.jp

※意見はＦＡＸ、メールで受け付けます。( 様式は自由です )

※氏名・住所・連絡先をお知らせ願います。

【ＦＡＸ】23 － 3206【ＦＡＸ】23 － 3206
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【図 4】町からの補助金
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【図 3】運行経費
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【図 2】運行収入

2,141
1,9611,967 1,872

1,479

2,414

1,983

2,246

1,228

( 千円 )

6,000

4,000

2,000

8,000

( 人 ) H19H18 H25H22 H23 H24H20 H21 H26
( 年度 )

【図 1】利用者数の推移
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